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城戸かれんさん応援レポート

Summer Arts Japan 2016
2016年８月７日（日）
東京藝術大学奏楽堂

2020年オリンピック東京大会に向けた文化の祭典へ

「Summer Arts Japan 2016」。2020年に開催
されるオリンピック・パラリンピック東京大会を
にらんで、新たに立ち上げられた企画である。
オリンピック・パラリンピック東京大会では、ス
ポーツはもとより文化の祭典として様々なプ
ログラムが期待されている。
「Summer Arts Japan 2016」は、2020年に向
けた様々な文化的プログラムに先駆けるも
のであり、音楽をはじめとする多様な芸術文
化を最先端のテクノロジーと融合させ、これ
までにない新しいエンターテイメントとして世
界に発信していこうという画期的な企画であ
る。プログラムには、『・・・来年以降も継続し
て夏に開催いたします。2020年には誰もが参
加できる芸術祭を目指し、その後も続く夏の
風物詩になるよう進化させていきたいと考え
ています・・・』とのご挨拶も。城戸さんは栄え
ある第１回のソリストとして登場する。

会場は東京藝術大学奏楽堂。藝大構内にある音楽
ホールである。夏休みの上野公演は、たくさんの人で
賑わう。夕方とはいえ、猛暑日の本日、吹く風にも熱
気を感じるほど。
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プログラムは３部制。さまざまな分野の
「アーティスト」たちの出演が予定されて
いる。
第１部は「2020に羽ばたく若き演奏家た
ち」のサブタイトル。城戸さんたち若手
アーティストが登場する。管弦楽は藝大
フィルハーモニアを核に東京の各音楽大
学から選抜された方々による「音楽大学
フェスティバル・オーケストラ、指揮は田
中祐子氏である。

東京オリンピックのファンファーレとともに、
演奏会がスタートする。オープニングアク
トは金澤翔子氏の書道。羽ばたく想いを
のせて「翔」の字が描かれる。

2020に羽ばたく若き演奏家として

「が、オケと弾くとなると、もう少しどっしりと落
ち着いた感じで弾いてみようと思っていま
す」・・・言葉のとおり、トップバッターの緊張感
などみじんも感じさせず、堂々と華麗に弾きこ
なした。

さまざまな芸術文化の競演。第２部では、邦
楽囃子が披露され、平均台、マットでの体操、
の動きに合わせ、AI（人口知能）による自動ピ

アノの演奏が行われた。第３部では、これま
でのオリンピック開催地、東京・札幌・長野を

結ぶ中継。オリンピックファンファーレが響き
渡り、開催中のリオへと想いが馳せられる。
最後は、出演者全員が舞台に立ちご挨拶。
大きな拍手が贈られていた。

多くの方々が関わる舞台、いつもの演奏会と

は、また異なる雰囲気・環境の中での演奏、
城戸さんにとっても貴重な経験となったもよう。
終演後の楽屋では、みなさんから口々に「素
晴らしかった！」と声をかけられていた。

演奏中の写真のご提供：Summer Arts Japan実行委員会

城戸さんは一番手。サンサーンスの「序
奏とロンドカプリッチオーソ」。

「・・・８年前、中学生だったときに初めて
オーケストラと弾いたのがこの曲です。

普段はピアノとの共演で弾かれることの
多い曲で、かろやかであり、作曲家の母
国であるフランスのエスプリが込められ
ている曲だと感じています。ヴァイオリン
の技巧もお洒落です。



3

多くの方々のパワーをいただいて
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の城戸さんに、話を聞いた。
－ 本日の演奏；

「・・・田中祐子先生とは初めてご一緒したの
ですが、とても話しやすくて親しみやすくて。
気持ちよくリハも本番も演奏することができ
ました」。

「・・・一緒に弾いていて、目が合ったときに、
田中先生がとても楽しそうに指揮をされてい
て。こちらも非常に感化されるものがありまし
た」
「・・・・今日のオケは、先日（７月14日）の藝

大モーニングコンサートでご一緒させていた
だいたみなさん。顔なじみの方々もたくさん
いらして、応援してくださるみなさんのパワー
をいただいて、
楽しく演奏できました」

＜プログラム＞

◆第１部 2020に羽ばたく若き演奏家たち
東京オリンピックファンファーレ（音楽大学フェスティバル・オーケストラ）
オープニングアクト（書：金澤翔子）
サンサーンス：序奏とロンドカプリッチオーソ（ヴァイオリン：城戸かれん）
グノー：オペラ「ロメオとジュリエット」より“私は夢に行きたい”（ソプラノ：光岡暁恵）
プッチーニ：オペラ「トゥーランドット」より“誰も寝てはならぬ”（テノール：城 宏憲）
ゴメス：オペラ「グワラニー族の男」序曲

◆第２部 Sports Arts Science
特別出演：マーチ「明日へ」（台東区上野小学校児童）
Sports Arts Science「音舞の調べ」
邦楽囃子：東京藝術大学音楽学部邦楽科

（小鼓：蘆慶順、大鼓：大原信正、笛：西川浩平）
順天堂大学体操競技部：豊田時生、松本啓吾、中村紗基、八木千夏
コシノジュンコ

◆Finale 三都市連携プログラム 東京、札幌、長野
三都市のファンファーレ『オリンピック賛歌』
演奏：藝大フィルハーモニア、

音楽大学フェスティバル・オーケストラ
指揮：田中祐子

◆司会
パトリック・ハーラン
井田寛子

マエストラ・田中祐子氏と

７月後半は、「小澤国際室内楽アカ
デミー奥志賀」に参加、小澤征爾氏
の指揮のもと室内楽を演奏し、大き
な学びとなったとのこと。

城戸さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

指揮の田中祐子氏からもコメントをい
ただいた；

「・・・昨日リハーサルをして、今日、
一日でこれだけ変化したものを仕上
げてくるっていうのは、素晴らしいな
と思いました。彼女は根性がありま
すね。ヴァイオリニストはね、『毒があ
る』のがいいのよ」といたずらっぽく笑
いながら話してくださった。
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム P.1、２】
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【コンサート・プログラム P.1、２】



7

【コンサート・プログラム（裏表紙）】


